
 

令和４年度 学校評価報告書（実施結果） 
  

  

４年間の目標 

(令和２年度策定) 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 
学校関係者評価 

(３月 25日実施) 

総合評価（3月 28日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
成果と課題 改善方策等 

１ 

教
育
課
程 

学
習
指
導 

①生きて働く「知

識・技能」の習得、

未知の状況にも対応

できる「思考力・判

断力・表現力」の育

成、学びを人生や社

会に生かそうとする

「学びに向かう力・

人間性等」の涵養を

目指し、多様な学習

活動において深い学

びを実現していく。 

① 知 識 ・ 技

能、思考力・

判断力・表現

力、学びに向

かう力・人間

性等、育みた

い 三 つ の 資

質・能力の育

成に向けて、

探究的な学び

を推進し、相

互の関連性を

図 る と と も

に、組織的な

授業改善を多

面的に進めて

いく。 

①-1 校内授業

研究テーマを

踏まえた教職

員研修会や公

開研究授業を

積 極 的 に 行

い、組織的な

授業改善を実

施する。 

①-2 総合的な

探究の時間を

はじめとした

探究的な学び

の 充 実 、

STEAM 教育の

研 究 推 進 、

ICT を活用し

た学びの充実

を図る。 

①-1 魅力と特

色アンケート

「思考力・判

断力・表現力

を高めること

ができたか」

の肯定項目が

９割以上か。 

①-2 生徒によ

る 授 業 評 価

（項目６）の

「かなり当て

はまる」が４

割以上か。 

 

①-1そう思う

【35.9％】、どちら

かといえばそう思う

【49.4%】、合計

【85.3%】となった

（回答者数 245

名）。 

①-2【35.5%】とな

った（回答者数

6141名）。 

 

 

 

 

 

①-1 学校全体の

教育活動におい

て「探究的な取

組」が活発にな

るように工夫を

続けていく。 

①-2 ＫＵスプラ

ウトにおける成

果発表。 

①-3 各教科に対

し、探究的な取

組の実施依頼や

ＫＵと各教科の

取組をより関連

付ける。 

①-1生徒による授業

評価は生徒のダイレ

クトな反応がわかる

のが良いところであ

る。課題を洗い出し

て、授業改善に取り

組んでほしい。 

①-2STEAM 教育の取

組は今年度から始ま

ったが、年を経るご

とに共通認識が生ま

れ、授業に変化が起

きてくると思う。実

社会の問題を考える

学びを粘り強く進め

て、現在学習してい

ることがどうつなが

っていくのかについ

て気づかせる工夫が

必要と思う。 

①知識・技

能、思考力・

判断力・表現

力、学びに向

かう力・人間

性等、育みた

い三つの資

質・能力の育

成に向けて、

探究的な学び

を推進し、相

互の関連性を

図るととも

に、組織的な

授業改善を多

面的に進めて

いく。 

①-1 校内授業

研究テーマを

踏まえた教職

員研修会や公

開研究授業を

積 極 的 に 行

い、組織的な

授業改善を実

施する。 

①-2 総合的な

探究の時間を

はじめとした

探究的な学び

の充実、STEAM

教育の研究推

進、ICT を活

用した学びの

充実を図る。 

②横浜国立大学との

中・高・大連携型教

育の一層の充実を図

る。 

②中高大連携

作業部会の活

動を通じて、

県立高校改革

実施計画に示

された中高大

連携を充実・

発展させる。 

②横浜国立大

学教育学部附

属横浜中学校

との研究活動

や教職員交流

等を通じて連

携の理念を共

有 す る 。 ま

た、横浜国立

大学との連携

を 一 層 深 め

る。 

②横浜国立大

学との連携の

充実が図れた

か。 

②-1 探究活動の

成果発表会であ

る i-ハーベスト

発表会が鎌倉芸

術館を会場とし

て行われ、探究

活動の取組状況

について情報を

共有することが

できた。 

② -2 附属小学

校・中学校との

合同研修会がオ

ンラインで行わ

れ、教職員間で

交流を深めた。 

②探究活動に関

連した連携に加

え、教科学習に

ついての連携に

ついても議論を

深め、実践につ

なげる。 

 

 

 

②コロナ禍でも

オンラインで実

施できてよかっ

た。職員のきめ

細やかな対応に

感謝している。 

 

 

②中高大連携

作業部会の活

動を通じて、

県立高校改革

実施計画に示

された中高大

連携を充実・

発展させる。 

②横浜国立大

学教育学部附

属横浜中学校

との研究活動

や教職員交流

等を通じて連

携の理念を共

有する。ま

た、横浜国立

大学との連携

を一層深め

る。 

２ 

生
徒
指
導
・
支
援 

①生徒会活動、部

活動の充実をさら

に図り、リーダー

シップと協働し支

える力を育む。 

 

 

①新型コロナ

ウイルス感染

症の影響を踏

まえ、これま

での教育活動

を継承しつつ

新しい形を作

れるよう体制

づくりを進め

る。 

①制約を創意

工夫で乗り越

え る と と も

に、生徒の心

身の状況や教

職員の働き方

に留意し、計

画的に支援・

指導を行う。 

①学校生活ア

ンケートで

「学校行事に

おけるクラス

のまとまり」

及び「部活動

に満足してい

る」の肯定項

目が８割以上

か。 

①新型コロナウ

イルス感染防止

を意識しなが

ら、可能な限り

の活動を計画的

かつ積極的に行

った。 

アンケートの結

果 は 「 学 校 行

事 」 に つ い て

79％、「部活動

に 満 足 し て い

る 」 に つ い て

82％という結果

であった。 

①アンケートで

は肯定的な結果

となったが、部

活動については

社会的な取り組

み体制の変容に

合わせて、目標

の再検討が必要

である。 

 

①-1光陵生はグラデ

ュエーション・ポリ

シーの「突き抜ける

力」がまだ弱い印象

がある。朝日新聞の

「青春スクロール母

校群像記」の連載に

見られるような個性

をもつ人材育成が求

められる。 

①-2行事等コロナ禍

でできなくなっていた

ことをもとに戻す時期

だが、見直しや削減も

必要である。無理なく

負担のない形で進めて

ほしい。 

①新型コロナ

ウイルス感染

症の影響を踏

まえ、これま

での教育活動

を継承しつつ

新しい形を作

れるよう体制

づくりを進め

る。 

①制約を創意

工夫で乗り越

えるととも

に、生徒の心

身の状況や教

職員の働き方

に留意し、計

画的に支援・

指導を行う。 

②学校行事等にお

いて、生徒一人ひ

とりが高い目標を

持ち、主体的に参

画していけるよう

支援を行う。 

 

②これまでの

学校行事を継

承しつつ、新

しい形を作れ

るよう、生徒

が他者と協働

して主体的に

取り組めるよ

う支援する。 

②生徒の主体

的な行事運営

（体育祭、光

陵祭、学芸音

楽祭）のため

に、ホームル

ーム活動の充

実を図り、か

つ生徒会・各

種委員会と教

職員の連携を

密にする。 

②学校生活ア

ンケート「体

育祭」「光陵

祭」「学芸音

楽祭」の肯定

項目が８割以

上か。 

 

②生徒間での活

動が円滑に行わ

れるようにサポ

ートをした。 

【体育祭】

80.7％ 

【光陵祭】

83.5％ 

【学芸音楽祭】

74.3％ 

②生徒が学校行

事に自ら目標を

もって参画でき

る環境づくりを

支援する。ま

た、教職員間の

情報共有には改

善の余地があ

る。 

 

②学芸音楽祭は

感染対策を万全

にして、校内で

実施までこぎつ

けたことは良か

った。 

②これまでの

学校行事を継

承しつつ、新

しい形を作れ

るよう、生徒

が他者と協働

して主体的に

取り組めるよ

う支援する。 

②生徒の主体的

な行事運営（体

育祭、光陵祭、

学芸音楽祭）の

ために、ホーム

ルーム活動の充

実を図り、かつ

生徒会・各種委

員会と教職員の

連携を密にす

る。 

③生徒一人ひとり

に応じた支援を行

う。 

③支援が必要

な生徒の状況

を把握し、外

部人材の活用

も 図 り な が

ら、個別支援

に向け組織的

対 応 を 進 め

る。 

③学年や部活

動、教科・科

目等など多面

的な視点で生

徒状況の把握

を 行 い 、 担

任・副担任、

教科担当及び

SCや SSWとの

情報共有を促

進する。 

③生徒状況の

把握につい

て、情報共有

が図れたか。 

③支援を必要と

している生徒に

対し、教員間の

情報共有を積極

的に行うことが

できた。 

 

 

③他学年の生徒

状 況 に つ い て

は、情報共有す

る場面設定が難

しく、情報共有

できる時間を確

保することが課

題である。 

③引き続ききめ

細かい生徒支援

の継続をお願い

したい。 

③支援が必要

な生徒の状況

を把握し、外

部人材の活用

も図りなが

ら、個別支援

に向け組織的

対応を進め

る。 

③学年や部活

動、教科・科

目等など多面

的な視点で生

徒状況の把握

を 行 い 、 担

任・副担任、

教科担当及び

SC や SSW との

情報共有を促

進する。 

３ 

進
路
指
導
・
支
援 

①高大接続改革（高

校教育、大学入学者

選抜、大学教育）を

見据えて、総合的な

探究の時間をはじめ

とした教育活動を展

開し、生徒による自

己の在り方生き方の

探究を支援する。 

①-1 高大接続

改革に係る情

報収集、分析

を綿密に実施

し、生徒が自

身の生涯を見

通して考える

ことができる

ように、キャ

リア教育を実

施する。 

①-2 第一志望

を諦めさせな

いよう３年間

を見通した進

路 支 援 を 計

画 ・ 実 施 す

①-1 各教科・科

目等を始めとし

たすべての教育

活動において生

徒のキャリア形

成につながるよ

う キ ャ リ ア 教

育、ガイダンス

機能の充実を図

る。 

①-2 生徒が希

望する進路の実

現 に 向 け 、 生

徒・保護者対象

のキャリアガイ

ダンスや、夏期

講習等、生徒の

キャリア形成や

学力向上等を目

的とした取組を

実施し、教職員

①-1 魅力と特

色アンケート

「キャリア教

育を受けたこ

とにより、自

分が成長でき

たと思うか」

の肯定項目が

８割以上か。 

①-2 キャリア

ガイダンスや

夏期講習等、

生徒のキャリ

ア形成や学力

向上等を目的

と し た 取 組

が、多面的に

①-1 各教科・科

目等を始めとし

たすべての教育

活動において、

生徒のキャリア

形成につながる

ような支援を組

織的に実施し

た。 

①-2 夏期講習や

勉強合宿、動画

によるキャリア

ガイダンスの実

施を通し、生徒

のキャリア形成

や学力向上を図

った。 

①-1アンケートの

該当項目における肯

定的な解答割合は

82.1%であり、キャ

リア教育の取組が、

生徒をある程度効果

的に支援できている

ことが明らかとなっ

た。引き続き、取組

の改善に努めてい

く。 

①-2生徒が最も希

望する進路を実現す

ることができるよ

う、職員とキャリア

グループが協働し、

組織的な支援を続け

ていく。 

①-3引き続き、県立

総合教育センターや

横浜国立大学と連携

①-1 グラデュエ

ーション・ポリ

シーが生徒と共

有されていると

ころが強みとな

り、あきらめな

い姿勢が進路実

績に生んでいる

と思う。 

①-2 学校内に留

まらず、地域の

リソースを活用

す る 学 び が よ

い。教員不足が

深刻な状況で教

師を目指す生徒

がいるのだから

①-1 高大接続

改革に係る情

報収集、分析

を綿密に実施

し、生徒が自

身の生涯を見

通して考える

ことができる

ように、キャ

リア教育を実

施する。 

①-2 第一志望

を諦めさせな

いよう３年間

を見通した進

路 支 援 を 計

画 ・ 実 施 す

①-1 各教科・科

目等を始めとし

たすべての教育

活動において生

徒のキャリア形

成につながるよ

う キ ャ リ ア 教

育、ガイダンス

機能の充実を図

る。 

①-2 生徒が希望

する進路の実現

に向け、生徒・

保護者対象のキ

ャリアガイダン

スや、夏期講習

等、生徒のキャ

リア形成や学力

向上等を目的と

した取組を実施

し、教職員の情

視
点 

【項目６の質問】

授業で得た知識を

もとに、自分の考

えをまとめたり、

課題の解決方法を

考えたりすること

ができた。 



 

る。 

①−3 教職を志

す生徒のため

に支援を充実

させる。 

の情報共有を促

進する。 

①-3 教職を希望

する生徒のため

に学校設定科目

「 教 職 基 礎 」

「 教 職 基 礎 演

習」の設定と実

施。 

行われたか。 

①-3 学校設定

科目「教職基

礎」「教職基礎

演習」において

多様な指導がで

きたか。 

①-3 学校設定科

目「教職基礎」

を 55 名の生徒

が、「教職基礎

演習」を６名の

生徒が履修し、

教職に関する実

践的な学びに取

り組んだ。 

しながら、教職に関

わる様々な取組を実

施していく。 

近隣学校として

全面的に協力し

たい。 

る。 

①−3 教職を志

す生徒のため

に支援を充実

させる。 

報共有を促進す

る。 

①-3 教職を希望

する生徒のため

に学校設定科目

「 教 職 基 礎 」

「 教 職 基 礎 演

習」の設定と実

施。 

４ 

地
域
等
と
の
協
働 

①地域との連携を推

進することで、多様

性を尊重し、生徒の

社会性や協働する力

を育む。 

①-1 新型コロ

ナウイルス感

染症の影響が

ある中で新し

い地域貢献の

形を模索す

る。引き続

き、生徒の社

会性、協働す

る力を養う。 

①-2 本校の教

育活動を外部

に広く発信し

ていく。 

①-1 近隣学校

との交流事業

や、地域貢献

活動を継続し

て実施し、コ

ミュニケーシ

ョン能力の育

成と他者理解

を深める。 

①-2 学校説明

会やホームペ

ージ等を活用

し、本校の教

育活動につい

ての情報発信

を行う。 

①-1 参加した

生徒が、自己

肯 定 感 、 協

働、活動の楽

しさ等の満足

感を得ること

ができたか。 

①-2 学校説明

会等における

アンケートに

おいて「本校

の教育活動へ

の理解」等に

関する肯定項

目が８割以上

か。 

①-1保土ケ谷養護

学校との交流につい

て、今年度は交流の

環境が整わないため

実施見送りとした。

地域貢献活動は生徒

会を中心に有志を募

り商店街のイベント

や近隣施設等を訪問

し、演奏を行いコミ

ュニケーション能力

の育成と他者理解を

深めることができ

た。 

①-2学校説明会を 4

回、夏の学校見学会

を 11回実施した。

学校ホームページに

よる情報発信を充実

させた。学習活動・

学校生活について興

味をもったという回

答は 96％となっ

た。 

①-1 保土ヶ谷養

護学校との交流

を体育祭で実施

できるように環

境を整えてい

く。地域貢献活

動では継続して

イベントや近隣

施設への訪問を

実施する。 

①-2 改修工事で

体育館が使用で

きない中で、今

後どのように説

明会を充実させ

ていくか検討す

るともに、学校

ホームページの

さらなる充実を

図る。 

①体育館改修工

事に伴う部活動

や学校設定科目

「教職基礎」の

関係で近隣学校

の体育館を貸し

出したり、授業

や放課後キッズ

クラブの活動に

参加するなど、

光陵生の真面目

な取組が地域の

児童や生徒に良

い印象や刺激を

与えた。 

①-1 新型コロ

ナウイルス感

染症の影響が

ある中で新し

い地域貢献の

形を模索す

る。引き続

き、生徒の社

会性、協働す

る力を養う。 

①-2 本校の教

育活動を外部

に広く発信し

ていく。 

①-1 近隣学校

との交流事業

や、地域貢献

活動を継続し

て実施し、コ

ミュニケーシ

ョン能力の育

成と他者理解

を深める。 

①-2 学校説明

会やホームペ

ージ等を活用

し、本校の教

育活動につい

ての情報発信

を行う。 

５ 

学
校
管
理 

学
校
運
営 

①学校が目指す姿を

共有し、その実現に

向けて協働して取り

組める組織とする。 

②コミュニティスク

ールとして、学校運

営協議会委員会での

意向を踏まえ、より

よい教育環境を整備

する。 

①②③事故防

止を徹底する

ために、教職

員間のコミュ

ニケーション

に努め、情報

共有を図る。

さらに、新型

コロナウイル

ス感染症の影

響により、学

校行事が円滑

に行えないこ

とや体育館の

改修工事に関

する対応が迫

られる中で職

員のレジリエ

ンスに対する

理 解 を 深 め

る。 

④体育館改修

工事の安全確

保と良質な学

習環境を整備

する。 

⑤働き方改革

を推進し、長

時間勤務を是

正する。 

 

①②③多様な

職員研修を実

施し、中堅教

員、ベテラン

教員の経験を

生かした若手

教員のサポー

ト体制及び学

校運営協議会

の意向を踏ま

え、よりよい

環境づくりに

努 め る 。 ま

た、生徒の状

況把握や職員

の連絡体制を

充実させる。 

④体育館改修

工事で教育活

動にできるだ

け支障のない

よう関係機関

との調整を行

い、安全安心

で快適な学習

環境づくりに

努める。 

⑤ICT 利活用

を推進し、職

員の報告・連

絡・相談体制

の整備及び勤

務時間内の会

議の徹底を図

る。 

①職員研修の

実施回数が 12

回以上か。 

②職員への情

報発信による

共有化に努め

るとともに、

学校から外部

への情報発信

が推進できた

か。 

③レジリエン

スに対する理

解を研修や情

報提供によっ

て深めること

ができたか。 

④体育館改修

工事中の学習

環境を整え、

生徒が安心安

全に活動する

ことを確保で

きたか。 

⑤教職員が

ICT 利活用等

により、組織

的な学校運営

と校務の効率

化が図られた

と実感できた

か。 

①②③毎月職員

会議の日に事故

防止会議を設定

し、実施した。

授業改善に関す

る職員研修会

は、職員会議と

は別の日を設定

することで一定

の時間を確保

し、幅広い議論

を起こせた。職

員研修会の実施

回数は 12 回を達

成した。 

④体育館の物品

移動等、円滑に

行うことができ

た。また、ゴミ

捨て場を中庭か

ら昇降口に移動

するなど、改修

工事に伴う問題

点も少しずつ対

応していくこと

ができた。 

⑤会議等のペー

パーレス化に向

けて、会議室・

応接室等にもア

クセスポイント

を設置し、教員

にも 1 人 1 台

Chromebook を貸

与し、ICT利活用

を推進した。 

①引き続き、多

様な研修会を実

施する。 

②生徒・職員が

ICT 端末を円滑

に利活用できる

ように指導や研

修会を行う。 

③人権研修会や

生徒のレジリエ

ンスの取組の共

有を図った。 

④安心安全を第

一に考え、発生

する問題点等を

臨機応変に対応

していく。 

⑤通信状況に影

響を受ける面も

多々あるが、職

員の ICT 利活用

への意識付けを

継続する。 

①会議のペーパ

ーレス化は良い

が、山のような

情報を見ておい

てくださいだけ

で済ませるのは

難しく、当面は

紙と電子のハイ

ブリットでの活

用だと考える。 

②保護者あて文

書はペーパーレ

ス化を進めても

よいのではない

か。 

①②③事故防

止を徹底する

ために、教職

員間のコミュ

ニケーション

に努め、情報

共有を図る。

さらに、新型

コロナウイル

ス感染症の影

響により、学

校行事が円滑

に行えないこ

とや体育館の

改修工事に関

する対応が迫

られる中で職

員のレジリエ

ンスに対する

理 解 を 深 め

る。 

④体育館改修

工事の安全確

保と良質な学

習環境を整備

する。 

⑤働き方改革

を推進し、長

時間勤務を是

正する。 

 

①②③多様な

職員研修を実

施し、中堅教

員、ベテラン

教員の経験を

生かした若手

教員のサポー

ト体制及び学

校運営協議会

の意向を踏ま

え、よりよい

環境づくりに

努 め る 。 ま

た、生徒の状

況把握や職員

の連絡体制を

充実させる。 

④体育館改修

工事で教育活

動にできるだ

け支障のない

よう関係機関

との調整を行

い、安全安心

で快適な学習

環境づくりに

努める。 

⑤ICT 利活用

を推進し、職

員の報告 ・連

絡 ・相談体制

の整備及び勤

務時間内の会

議の徹底を図

る。 

③ 生徒が安心して

通うことのできる体

制を作る。 

④ 耐震工事の機会

を利用し、教育環境

の整備を行う。 

 

① 知識・技

能、思考力・

判断力・表現

力、学びに向

かう力・人間

性等、育みた

い三つの資

質・能力の育

成に向けて、

探究的な学び

を推進し、相

互の関連性を

図るととも

に、組織的な

授業改善を多

面的に進めて

いく。 

①-1 校内授業

研究テーマを

踏まえた教職

員研修会や公

開研究授業を

積 極 的 に 行

い、組織的な

授業改善を実

施する。 

①-2 総合的な

探究の時間を

はじめとした

探究的な学び

の充実、

STEAM 教育の

研究推進、

ICT を活用し

た学びの充実

を図る。 

①-1 魅力と特

色アンケート

「思考力・判

断力・表現力

を高めること

ができたか」

の肯定項目が

９割以上か。 

①-2 生徒によ

る 授 業 評 価

（項目６）の

「かなり当て

はまる」が４

割以上か。 

 

①-1 そう思う

【35.9％】、ど

ちらかといえば

そう思う

【49.4%】、合計

【85.3%】となっ

た（回答者数

245 名）。 

①-2【35.5%】と

なった（回答者

数 6141 名）。 

 

 

 

 

 

①-1 学校全体の

教育活動におい

て「探究的な取

組」が活発にな

るように工夫を

続けていく。 

①-2ＫＵスプラ

ウトにおける成

果発表。 

①-3 各教科に対

し、探究的な取

組の実施依頼や

ＫＵと各教科の

取組をより関連

付ける。 

①-1生徒による授業

評価は生徒のダイレ

クトな反応がわかる

のが良いところであ

る。課題を洗い出し

て、授業改善に取り

組んでほしい。 

①-2STEAM 教育の取

組は今年度から始ま

ったが、年を経るご

とに共通認識が生ま

れ、授業に変化が起

きてくると思う。実

社会の問題を考える

学びを粘り強く進め

て、現在学習してい

ることがどうつなが

っていくのかについ

て気づかせる工夫が

必要と思う。 

①知識・技

能、思考力・

判断力・表現

力、学びに向

かう力・人間

性等、育みた

い三つの資

質・能力の育

成に向けて、

探究的な学び

を推進し、相

互の関連性を

図るととも

に、組織的な

授業改善を多

面的に進めて

いく。 

①-1 校内授業

研究テーマを

踏まえた教職

員研修会や公

開研究授業を

積 極 的 に 行

い、組織的な

授業改善を実

施する。 

①-2 総合的な

探究の時間を

はじめとした

探究的な学び

の 充 実 、

STEAM 教育の

研 究 推 進 、

ICT を活用し

た学びの充実

を図る。 

⑤生徒と向き合う時

間を確保するため

に、組織的な学校運

営と校務の効率化を

図る。 

②中高大連携

作業部会の活

動を通じて、

県立高校改革

実施計画に示

された中高大

連携を充実・

発展させる。 

②横浜国立大

学教育学部附

属横浜中学校

との研究活動

や教職員交流

等を通じて連

携の理念を共

有する。ま

た、横浜国立

大学との連携

を一層深め

る。 

②横浜国立大

学との連携の

充実が図れた

か。 

②-1探究活動の成

果発表会である i-

ハーベスト発表会が

鎌倉芸術館を会場と

して行われ、探究活

動の取組状況につい

て情報を共有するこ

とができた。 

②-2附属小学校・中

学校との合同研修会

がオンラインで行わ

れ、教職員間で交流

を深めた。 

②探究活動に関

連した連携に加

え、教科学習に

ついての連携に

ついても議論を

深め、実践につ

なげる。 

 

 

 

⑤ICT の利活用に

より教職員の働

き方改革（テレ

ワーク等）が進

むのもよい。 

②中高大連携

作業部会の活

動を通じて、

県立高校改革

実施計画に示

された中高大

連携を充実・

発展させる。 

②横浜国立大

学教育学部附

属横浜中学校

との研究活動

や教職員交流

等を通じて連

携の理念を共

有する。ま

た、横浜国立

大学との連携

を一層深め

る。 



 

 


